
幸田町地球温暖化対策実行計画の進捗状況

１．実行計画概要

① 根拠法令 地球温暖化対策の推進に関する法律第２０条の３

② 計画期間 平成２１年４月１日から平成２６年３月３１日まで

③ 対象範囲 町が行う全ての事務・事業

ただし、削減目標非設定施設は、次のとおり

・ 第三者管理委託施設

・職員等非常駐施設

・給食センター

④ 削減目標 平成１９年度温室効果ガス排出量を平成２５年度に６％削減

２．平成２５年度実施状況

※ 温室効果ガス排出量の算出に用いる排出係数は、年度毎に見直されるが、運用管理を行う上で計画時の係数で算定した。

t-ＣＯ₂ 1,392 t-ＣＯ₂

　平成２５年度の温室効果ガス排出量は、１，４０８ｔ‐CO2となり、平成１９年度（基準年度）から４．９％の削減と
なった。
　平成２５年度は、本計画の目標年度であり、目標の１，３９２ｔ‐CO2までには、１６ｔ‐CO2到達できなかった。
理由としては、機器の更新や職員の意識等による削減を行っているが、それ以上に、近年の異常気象により
熱中症予防のためにエアコンを稼働させる機会が増えたり、機器の更新時に安全のためストーブからエアコ
ンに変わったりして電気の使用量削減があまり進まなかったことが原因と思われる。
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